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報 「王位継承法」改正議決さる

The Riksdag decided to amend the 

1810 Act of Succession 

須高日本大学教授

Prof. Yuzo Takasu 

社会民主党152、共産党17、中央党86、穏健党55、本誌昨年7月号には「スウェーデンに王女ご誕

生一一王制との関連で政治的論議に波及か一一」
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自由党39である。

社会民主党は、その党綱領の中で共和政体の目という題の記事が載っている。

現国王と王妃との聞に、昨夏、第1子として王 棄標を掲げているので、今回の議決に際しては、

権することに党議は決まっていた。けれども自己女さま (Victoria)がご誕生になった。

スウェーデンの現在の王位継承法 (1810年に制 の信念に基いて敢えて政府案に反対投票した社民

党議員が4人あった。また賛成投票の社民党議員

も2人あった。さらに自由党の中にも棄権した 1

人がいた。

さらに穏健党(もと保守党〉議員羽Tactmeiste

定〉では、継承者を男子に限っているので、現国

王の第2子以下に男子誕生となるならば、現王朝

は存続することとなろうが、もし将来、男子に恵

まれないと仮定するならば、いまの王朝は将来絶
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氏のように、王位継承権については男子は女子に

優先すべしと主張した者があれこの意見の向調

者には穏健党8、自由党1、中央党4を数えたと

いう。制の維持がよいとの意見であった。

王制賛成者が保守陣営に多いのは当然の次第で
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えることとなろう。そこで王制賛成者は、現在の

王位継承法を改正して、王女も継承可能としてお

くべきだと主張し、他方、王制消極論者は、現法

なお今回の「王位継承法」改正の議決は、遡及

効果をもつので、上述のように1979年総選挙後のあるが、保守側としては、 40何年ぶりに 「非社会

主義」政権が実現している今こそ、王女も継承可 国会でもう一度この改正法が承認される以前に、

、

第2子としての男子が誕生したとしても、いまの青島ということに 「王位継承法」を改正する好機だ

Victoria王女が、王位継承権者の第1順位を保持と考えていた。

そこで保守陣営の政府は、善は急げとばかり、

現行「王位継承法」改正を国会に提案し、本年4
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することとなるのである。

、，'"〆J、目NO.4 月20日、 159対18票で改正決定、王女も王位継承

裕三… 1者となった。ただしこの改正は、憲法の修正とな

るので、次回の総選挙 (1979年9月〉以後の国会

で、もう一度同様の議決を必要とする段取りであ
裕三…2
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る。

ちなみに国会の議席は、現在349で、内訳は、
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世論調査:社民党優勢

SIFO・sPoll : Palme is in the Lead 

5月8日(月〉の DagensNyheter紙によれ

ば、 S1 FO (スウ ェーデン世論調査研究所〉恒

例の、諸政党支持世論調査本年4月分の結果は、

以下の通りである。

=46.5%となって、 5.5%の差をつけて、前者優

勢の現状である。

そこで来たるべき79年9月の総選挙の後、社民

党内閣復活の可能性は濃くなってきていると見る

11t8年|同 19781197811977 1附 |1975|mlm 年9月
4 月13月12月11月14月14月14月14月|総選挙

べきであろう。そうなる場合、前頁に

記した 「王女の王位継承権」の法律改

正の実現にも変化が生ずるかもしれな

いのである。

% 
穏健党 16 16.5 15.5 17 15.5 19.5 17 16 

自由党 12 12 10.5 9 10.5 12 6 6.5 

中央党 18.5 18.5 19 20 20.5 22.5 24.5 26.5 

社民党 48 46 47.5 48 49 38.5 45 43.5 

共産党 4 4.5 5.5 4 2.5 4.5 4.5 5 

上記のうち、本年3月の調査は、 3月8日-14

日と、 3月29日-4月4日の期聞に行なわれ、 4

月分調査は 4月12日-25日の期間に行なわれた。

何れも調査員の有権者宅への訪問で調査され、回

答は用紙に記入、封滅されて調査員に手渡され

fこ。

つぎに各党人気の最近の傾向を見るに、第1に

穏健党は、 76年総選挙以後、あまり大きな変化は

ない。 現状維持と略称されよう。

第2に自由党は、 76年総選挙以後、下り坂気味

であったが、本年3月より回復に転じた。 Olla

Ullsten氏が自由党々首に就任したのが本年3月

4日であるので、上記3月分4月分の支持率の好

転は、新党首への国民の好意的態度と解されてよ

いであろう。

第3に中央党は、 76年総選挙以後、人気衰退の

傾向が明白である。これに反し、

第4に社民党は、 76年総選挙以後、著しく上げ

潮の傾向を見せている。これは後述の国民の原子

力発電への態度とも関連している。

第5に共産党は、 76年総選挙以後、一時2.5%

へと下落したが再び 4%台を維持ないしはややそ

れを上廻っている。ちなみにスウェーデンでは、

総選挙での得票率が4%以下になるとその政党の

議席は 0となる規則である。

そこで本年4月の各党の支持率を 「社会主義ブ

ロック」と 「フツレジョア・ブロック」とに大別す

ると、前者は48十 4=52%、後者は16+12十18.5
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上記のような社民党内閣復活への兆

候は、核エネノレギー問題に関する国民

のアレノレギー離脱の線についても見ら

れるようである。

4月21日付の SvenskaDagbladet紙 (Dagens

Nyheter紙も〕は、 2月に行なわれた核エネノレギ

一世論調査の結果を、賛成46%、反対32%と報じ

ている。約2年前の76年1月(当時は野党・中央

党による与党・社民党攻撃の主要手段として核発

電が組上にのせられていた〉の核エネノレギ一世論

調査では、賛成34%に対し反対は54%もあったの

に比べると、世論の変転ぶりに改めて感慨の深い

ものがある。

パノレメ社民党々首は、早速にコメントして「こ

の調査結果は、中央党の核エネルギ一政策に対す

るのみならず、中央党の政治の行き方そのものに

対する世論の逆流である」と気勢をあげた。

ちなみに76年総選挙の 1か月前の世論調査で

は、核エネノレギー問題に関し、中央党支持48%に

対し、社民党支持は30%に過ぎなかったのであ

る。

(高須裕 三)
Yuzo Takasu 



北欧留学日誌

A Study Journal in Northern Europe 

一-KFスカラシップによる協同組合の研究(1)一一

研究員 日本大学専任講師 福 田 す佐

同氏は、前号でも紹介したとおり、 KFの招轄で、協同組合運動の

研究のため、去る 3月1日より約 1ヶ月半北欧各国を歴訪したが、

各地で好意、ある応待をうけたので、その事情を記した同氏の日誌を

掲載して紹介すると共に、当研究所としても謝意を表する次第であ

ります。

コペンハーグンでは、 3/8の朝9時にエリク

セン氏がホテノレまで迎えに来てくれました。内藤

先生をはじめ昭和46年度の視察団のことをよく覚

えており、 FDB本部へ行く途中、車の中でよも

やま話をしました。その中で、今回KFから招

かれたことを告げると、彼はピックリし、 KFは

この 2-3年業績が悪くて大きな赤字を出してお

り、そんな余裕がよくあったものだといっていま

した。 FDB本部では彼のofficeに案内されて、

そこでFDBの最近の活動状況について説明を受

け、そのあとエリクセン氏の Bossで Director

の ErikHansenに紹介され、またエコノミスト

の MogensGodt氏に紹介されて、一緒に話し

ながら Lunchを御馳走になりました。エリクセ

ン氏の officeに戻って外を見るとミゾレ交りの

雪が降り出しており、さすがに北国へ来たのだな

あとの実感が涌いてきました。

ボランタリーチェーン庖舗と一体となった新し

いタイプの組合庖舗を見せるといって案内され、

そのあと駅前にある高級品専門の組合底舗も見学

させてもらいました。

翌3/9午前中に訪問する予定は Central

Co-operative Committeeです。そこでは Secr-

etaryの Vestergaard氏が待っておられ、 FD

B以外のデンマークにおける協同組合運動につい

ていろいろの話を伺いました。そのうえ、この2

月に発行されたばかりという TheDanisk Co-

operative movementと題する本をいただきまし

た。デンマークではAgriculturalCo-operative 

movementの方が強力なようです。

その日の午後、デンマークの消費者委員会を訪

問しました。面会したのは女性lawyerで、デン

マークの消費者運動についてあらましを説明して

くれました。

その日の夜行でいよいよスウェーデン入りです。

国境を越えるところまで起きていましたが、それ

から寝てしまいました。午前6時頃フト目を醒ま

しブラインドを開けますと、そこは銀世界でした。

3/10朝8時44分定刻に汽車はストックホノレム

駅に到着しました。ホームには懐しいノレンドベリ

一氏が出迎えに来てくれていました。直ちにKF

本部へ行き、彼の officeで私の調査スケジュー

ノレを打合わせたり、彼に頼まれて私が持参した日

本の資料について説明したりして午前中一杯かか

りました。

事前に訪問したいところを知らせてありました

ので、それに基づいて彼は私の訪問スケジューノレ

を作ってくれておりました。それによりますと、

午前中1-2カ所、午後1カ所というかなりハー

ドなものです。

私のストックホノレム滞在日数を勘案してのもの

で、ベストのものでありましょう。

Lunchの後、私の宿泊所となるべき Vargard 

の Ektoftaというゲスト・ハウスに案内されま

した。

それは Vargard本部の裏の丘の上に建ってお

り、 2階建で上下16部屋あります。私に割当てら

れた部屋は2階の入口に最も近いところで、入口

の左側は簡単な台所設備があり、右側にはトイレ

とシャワーがあります。入口を 2m程入るとそこ

が日;本式にいうと10帖程の広さで、ベッドのほか

机、小タンス、テープ、ノレ、椅子二脚などが備えら

れています。海に面した見晴しの良い部屋で、 K

Fの心配りに感激致しました。その夜は大野先生

を訪問し、久し振りに奥様の家庭料理を御馳走に

なりました。

3 



Var gardのある Saltsjo badenから Slussen

までの電車運賃は片道7.5クローナ、地下鉄が3

クローナ、往復すれば、それだけで21クローナで

す。内藤先生に教えていただ、いた TouristCard 

を翌日買いました。 70クローナで、 3月一杯有効

です。 4日往復すればペイするほか、パスも利用

できますので、 3日位でベイでき、非常に経済的

です。

土曜と日曜は Vardgardの食堂が休みになり

ますので、駅前にある GrandHotelのレストラ

ンを利用することになっております。

その GrandHotelはストックホノレム市内の

Grand Hotel と同経営とのことで、昨年12月に

OPEC主脳会議が開かれたほか、 EFTAなど

重要な国際会議が何度も聞かれている由緒のある

Hotelだそうです。

3/12の日曜日は快晴、 GramdHotelのレス

トランから海が真正面に見え、完全に凍結した海

の上を人が歩いています。その向うには大勢の人

が穴釣りをしているのも見えます。

3/13 C月〕ストックホノレムでの活動開始です。

最初は消費者庁に朝9時のアポイントメントです。

朝 G新半に起きて用意をし、 7時45分から始まる

Var gardの朝食を食べに行き、駅へ向いました

が、電車が出たばかりです。この電車は朝のラッ

シュはおよそ20分間隔、昼及び夜は30分あるいは

それ以上の間隔になります。

消費者庁に着くと約束の時聞を15分程過ぎてお

りました。

消費者庁では女性3人に出迎えられ、早速スワ

ェーデンの消費者運動全般について説明を受けま

した。 1時間半ほど、経ってから、地方政府で消費

者行政を指導しているという50年配の女性が現れ、

地方政府の消費者行政につきましでも説明を受け

ました。そのあと職員食堂で Lunchを御馳走に

なり、次の予定であるKFの組合員及び一般消費

者向け教育を担当してU、る Jordin氏に会いに行

くことにしました。

KFでは Jordin氏が待っており、小会議室で

話を聴くことになりましたが、そこへもう一人が

やって来ました。聴きますと、もう一人の人はK

Fの通訳です。スウェーデン人のかなりインテリ

でも英語が話せない人がいるのを知り、やや安心

しました。

通訳付きでしたので、私にも考える余裕があり、

4 

対話はほぼ100%理解できました。午後4時頃退

去し、つづいて約束していた SwedishInstitute 

を訪問しました。閉館少し前でしたが、私に返事

をくれた Bjorlin氏に会うことができました。

Directorの Hildeman氏は出張中とのことで会

えませんでした。しかし、 Bjorlin氏は親切に

Central Bank， N K及び ICAを訪問することに

ついて3月末のアレンジを引き受けてくれまし

fこ。

翌3/14は朝9時にLRFC農業者連盟〉を訪問

しました。出迎えてくれたのは、前回も全農の方

たちが世話になったことのある Mrs.Margareta 

Karlstrりmでした。

まず、最初に紹介されたのは Mr.Tore Joha-

nssonで、彼は来年50周年を迎える LRFの年史

を担当している経済史担当のエコノミストで、意

気投合して予定の時聞をオーバーして詰込んでし

まいました。

Mrs. Karlstromにせかされて話を打切れ次

にLOC労働組合連盟)からLRFにきて、 LRF

傘下の企業約600の労働問題を担当している Mr

Mats Svedinに紹介され、 1977年1月成立した

労働者の経営参加を義務づける法律の内容とか、

LRF全体の労働事情について話を伺いました。

そのあと Mrs.Karlstromから総括的な話を聴

き、 Lunchを御馳走になって、 LRFを辞しま

した。

次の訪問先の Folksamに着いたのは、約束の

2時を10分ばかり過ぎておりましたが、気持良く

迎えられました。

調査部の managingdirectorのEliasson氏と

人事部の Lindberg氏が会ってくれました。

保険業界全般の動向と Folksamの地位、その

業績などを伺いました。最大の出資者であるKF

自身75、76年と大きな赤字を出していますが、

Folksamもそれに劣らず大きな赤字を出してい

ます。

その理由を聞きますと、①インフレ、②自動車

事故がふえたことを挙げます。インフレだと、長

期の生命保険の場合など、むしろ保険会社にとっ

てプラスではないかと反論しますと、逆に目減り

が認識されて加入者が減ったとのことでした。

全資産8億 krの運用は、大部分が債券投資、 1

億 krはKFへの貸付(あとでKFの Treasurer

に尋ねますと7，000万krとのことでした。〕です。



契約高は30億krで業界第2位。この2-3年

labor insuranceが伸びてお り、それに期待して

いるとのことです。

3/15 (水〉前日までの穏かな天気とは打って

変り、朝起きると猛烈な吹雪です。この日は朝8

時30分にKFの Treasurer、Zachrisson氏と会

うことになっています。

定刻8時半に同氏が出勤し、すぐ別室で説明を

受けました。

KFのCoopSocietyに関連した機能として同

氏は次の三つをあげました。

① whalesaler 
② banker 
③ financial advisor 

それに生産部門、他の各種協同組合への出資を

合わせると、 KFはまさにコングロマリットであ

るとのことです。

KFの総資本のうち自己資本を除くと、最も多

いのが組合員預金、これは各単協で預金を扱い、

多いのは5年の定期預金です。次はCo-operative

pension Fundからの借入金で、これは協組従業

員全体の年金基金です。

その次が資本市場からの調達で、そのうちでは

15-20年の債券発行が最も多く、市中銀行からの

借入金はごくわずかです。 Folksamからの借入

は全体からみるとそれ程大きくはありません。昨

年来国際収支の悪化を是正するため高金利政策が

とられており 、公定歩合が7す%、3カ月の借入

金利は11%強とのことです。もっといろいろ話し

たかったのですが、次のアポイントがHSB (借

家人貯蓄建築協同組合〕で10時ということになっ

ており、再度会ってもらうことを申入れましたと

ころ快諾をえまして、 9時半にKFを出てHSB

へ向いました。

教えられた地下鉄の駅で降り、地上へ出ました

が、折からの猛吹雪もあって方角がわからず、ウ

ロウロしたため約10分遅刻しました。

しかし、担当の ombudsman、Johnsson氏に

温く迎えられました。

同氏は外国人が訪問するとすべて応対している

ようで、内藤先生のこともよく覚えていました。

昨年11月クアラルンプーノレで聞かれた ICA大会

の帰途日本に立寄り、 2-3.カ所で講演した由。

住宅公団との接触も常時あるようで、日本の事情

をよく知っていました。

そのあと昼食を一緒にして辞去しようとすると、

同氏は新鮮な空気を吸いたいからそこまで一緒に

行こうといって次の目的地の卸小売研究所まで、

猛烈な吹雪のなかを地下鉄からパスに乗継ぐコー

スを親切にも案内してくれました。

HU 1 (卸小売研究所)の Larrson氏は視野

が広く、流通業界全般について詳しい説明を聴き、

大変有益でした。スウェーデン経済全体の動向か

ら始まって、生活水準とその見通し、小売業界の

動向、 デパートの動向、 KF、NK-Ahrens、 I 

CAの状況、 DAGABの組織等多岐にわたりま

した。

そこで ICAについて、これはパイイング・グ

ループかと聞きましたところ、確かに当初はパイ

イング・グループであったが、現在はパイイング

のほかに、広告、 finance、庖舗設計などすべてに

ついて面倒をみているので、現在ではボランタリ

ー・チェーンというべきだと教えてくれました。

HUIを4時頃出て日本大使館に向いました。

大使館は4時間館ですでに門が閉っていましたが、

インターホンで来意を告げ開けてもらいました。

松下参事官はスウェーデン語がよくお出来にな

るので、当館では非常にお忙しいようです。スウ

ェーデン政府当局と の折衝のほか、主要紙には全

部目を通し、また退庁後や休日にもラジオ、テレビ

を見て重要なニュースがあれば本省へ報告すると

のことで、まさに24時間勤務のような印象を受け

ました。 1時間ばかりお話をして、改めて夕食に

招待されることになり、辞去しました。(つづく〕

最近のスウ ェーデン経済・社会ニュース

スウェーデンの賃金コスト

長い間工業国間で最高のものであったスウェー

デンに於ける賃金コストは、このほどOECD当

局の手で公表された分析が正しいとすれば、 1978

年にはノノレウェーとベルギイにとって替られる こ

とになろう。

この事実はスウェーデン事業主連盟 (SAF)

の機関誌アノレベツギーグアレン(Arbetsgivaren)

の最新号に公表されたものである。

この分析によれば社会福祉費、税金等を含んだ

スウェーデンの平均時間あたり賃金は、今年で約

44クローナ ($1=4_70クローナで換算して9.36
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ドノレ〉に上昇しよう。一方では、ノルウェーとベ

ルギイの時間あたりコストは46クローナ (2，300

円〉と45クローナ (2，250円〉となろう。

デンマーク、オランダ、西独が高賃金グループ

に入り、このグ、/レープのコストは43クローナ (2，

150円〉の水準に達し、一方これに対応するアメ

リカとカナダの数字は39(1，950円〉と 37クロー

ナ (1，850円)である。英国はずっと下にいて 21

クローナ(1，050円〉にすぎない。

他国との対比におけるこの急激な変化は、主と

して昨年行なわれたクローナの切り下げによるも

のと、他国での賃金の急上昇とによるものの両方

の結果である。

従業員基金についての提案

社会民主党と労働組合連合 (LO)から成る作

業グループはJこの2月23日に、利益配分/株式

保有、及び資本型成案を特色とすると従業員基

金ミを作り出す為の提案を行った。

この提案の内容によれば、現在従業員500人以

上を持つ全ての株式会社一推定で現在200社はあ

ると思われるーにとっては絶対のものとなり、各

社の税前利益の20%は毎年株式の型でこの基金に

転換される。これは従業員にとっての集合的財産

となれその代表者及び労働組合の手で運営され

てゆく。

公共及び共同企業及び従業員数500人以下の企

業の場合には、この計画への参加は任意である。

これに参加しない企業はその賃金台帳の合計の 1

%を、中小企業の運営における従業員の共同決定

参画を増進する為の特別基金として、寄付しなけ

ればならない。

この計画では、四年後には3%にまで達する賃

金と給与の一定割合を、企業の為に金を貸出す為

の二つの全国組織と24の地区組織の為にとってお

くことになる。

この提案は目下社会民主党内と労働組合内で検

討されており、最終案はこの秋に党大会に提出さ

れる。

この計画は雇用主と産業界全体からこの強制的

な内容について批判をうけている。これらの人々

は、この案が労働組合連合のエコノミスト、ルドノレ

フ・メイドネノレ (RudolfMeidner)氏が1975年

に提案した案とほとんど変らないと批判している。

1980-2000年の自動車交通について

このほど王立技術アカデミイ (1V A)が行っ
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た1980-2000年代に於ける白動車についての未来

学的研究の結果によれば、スワェーデンの自動車

台数が増加しつづけたとしても、 1990年までは石

油消費の上昇問題を解決することはできる。この

自動車についての情況は、環境、経済及び安全の

観点から専門家達の手で検討された。

将来の車は今日の車よりも走行費が安く、石油

の消費が少ないものでなくてはならないが、この

為に要する技術改良によって、社会及び消費者が

負わねばならないコストはより高いものとなろう 。

もし1985年までに新車売上中ディーゼノレ・カー

が30%をしめる様になれば、この開発成果が完全

にあらわれるとすると2010年までに石油の全消費

量は 6-7%低下しよう。トラックのデザインの

改良に加えてけん引力を強化合理化することによ

って20世紀末までにはエネルギー消費を30-40%

節約できることになる。

人口の分散の状態からして、スウェーデンの公

共交通システムは西欧のいかなる国よりも非効率

である。車への依存は今日も将来も高く、もし個

人車が大幅に減少することになれば、公共運輸は

現在とかわらない能力のままで現在の二倍の距離

を人々を職場から住居へと運ばねばならないこと

になる。従って同アカデミイは都市用のとパス列

車ミと田舎用タクシーサービスの開発を特にこの

解決策としてよびかけている。

スウ zーデンのトラック燃料節約計画

燃料消費を最少限に減少させるための大型道路

運搬車の運転に関するより科学的な企画がスウェ

ーデンのサーブ・スカニア (Saab-Scania)グル

ープのスカニアトラック部門と道路運搬業者、組

合、個々の企業の共同で1978年度中に試験される

予定である。

同計画は30社の道路運搬業者に操作される大型

トラックに関して年間走行距離を総計200，000キ

ロメートノレに規定するものである。これにかかわ

る100人の運転手はまずエネノレギ一節約運転技術

の訓練及び指導を受ける。

この新しい試みは、最少限の燃料消費における

最適なスピード達成を目指すものである。

ギアはできるだけ切り変える、革新は最少限に

とどめる。新企画に燃料の節約ばかりではなく、

車体や車の損傷も減少させるであろう。

ディーゼノレ機関の発達と送電の変更によって、

同様にかなりの燃料が節約される。同計画に使わ
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れる二種のエンジンはそれぞれ283KW、213KW

で、共に過給され事実上完全な燃料の燃焼を特徴

としている。

同企画にかかわる大型スカニアトラックのいず

れにも回転速度計、重力計、燃料計などを含む特

殊計器が取り付けられる。またデータは日誌に記

録され、その中に燃料消費、発着時の車体の重さ

が記入される。あらゆるデータは後でコンピェー

ター処理され、分析される。

核燃料再生による廃棄物の貯蔵

12月上旬に公表された 550ページの報告書によ

ると、郡の核施設のスポンサーで、 KBS核廃棄

物計画によって、核燃料再生後の廃棄物を処理し

貯えるシステルが開発された。来年度にこの英訳

が出る予定である。

これは現在までに世界で行なわれた最も包括的

な計画であるといわれ核利用の専門家450人を含

むあらゆるシリーズの科学的調査や、工業のコン

サノレタント及び代表と同様、その他の研究団体を

含むものである。

海外の消費燃料の高水準の廃棄物は、 1990年代

初頭にスウェーデンに回収されることが期待され

る。 KBS計画はこれらの貯蔵をガラスに入れ、

クロム、ニッケル鋼のシリンダーで囲み、化合物

の施設を30年間あてがうもので、そこでは乾燥状

態に保たれ、監視のもとにおかれる。

各シリンダーは、直径0.4メータ一、長さ1.5メ

ーターで、消費燃料1トンの廃棄物を収容できる。

かりに13の原子炉からの燃料が30年間貯えられ

たとすると、廃棄物ガラスの総数は9，000個のシ

リンダーとなる。 30年後には環境に対する熱消費

は半分に縮少していることになる。

最終的な貯蔵は早くて2020年までには実施され、

地表面下500メートルの結晶状の結晶岩をくり抜

いた施設で行なわれる予定である。廃棄物シリン

ダーは、厚さ 100ミリメーターの鉛の層のカプセ

ルに包まれ、厚さ 6ミリメーターのチタンにおお

われて、石英砂とベントナイトに固まれる。こう

して最少推定寿命500-1，000年可能となる。

報告書は、廃棄物処理のあらゆる段階における

放射性質の漏えいの危険は、原子力発電所よりは

るかに少ないと断言している。ガラスは常に低温

に保たれ、圧力がかからないようにカフ。セノレでお

おわれている。最終的処理施設からの放出は、地

下水によってのみおこり得るが、最悪の状態でも

200，000年後も年間13ミリレムを越すことはない。

これは、勧告の最高限度を全く下回るもので、実

際の放射線量は、これの 1%を越すことはないで

あろう。

消費燃料の直接処理の可能性に関する最終報告

1978年上半期に公表される予定である。

有用なる資材の回収

ストックホルム市当局はこの国で始めての、家

庭廃棄物から有用な材料を回収する為の工場建設

を決定した。フレクト (Flakt)グループの手で

開発されたこの工場はレーヴスタ (Lovsta)にあ

る市の廃棄物焼却工場に設置される。

1980年には稼動に入る予定のこの総工費2，600

万クローナ (13億円〉の工場は、最初50，000トン

の処理能力をもち、同焼却炉の焼却量75，000トン

を50%も下げることができると言われる。テスト

の結果では、紙の75%、プラスチックの三分の二、

鉄などの90%が回収できる。

さらにまた利点としてこの工場は重量で25%に

もあたる有機物の残かすを作り出し、これは土壌

の育成に特にむいた材料となる。残りかす中でわ

ずか20%の分のみが、最終的に焼却にまわされる。

乾燥方式のこの新しいフレクト社の技術は全て

の廃棄物を焼却するコストよりもと大幅に低いミ

というトンあたりのコストひき下げに成功してい

る。回収した材料を再利用する方が原材料から新

しく作り出すよりも必要なエネルギイは少ないの

で、エネノレギイの消費節約にも役立っている。

この工場はこの種のものとしては、オランダ政

府固有の企業がこの同じ処理装置を作った完全な

工場を発注しているので世界で第二のものである。
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日本における

労働環境の特

殊性と対策

自動車産業における労働の人間

化ートヨタ自動車工業

家庭電器産業における労働の人

間化一松下電器、三洋電機、三

菱電機

自動車部品メーカーのモジュー

ル方式ー関東精器、日本ラヂエ

ーター

276頁定価 1200円

送料 160円

「組織崩壊現象Jに悩む企業

作業再組織による画期的な新工

場

I i生産グループJi推進グルー
海外企業の職場再|

1プ」による職場の活性化
組織の実態 i 

ホワイトカラー労働にも人間化

を

「ジョブ・エンリッチメント」

の成功例

トヨタ自動車工業〈株〉取締役

坪井珍彦

頻発する山ネコ・スト、転職率とアブセンテイズム アメリカとは事情が違う、日本人はもともと勤勉であ

〈計画的欠勤)の著しい増加、組織の規律喪失ないし るし、単一民族であるからコミュニケーションもうま

ディスオーガナイゼーション(組織崩壊〉現象の兆候 くいっているし、人間的参加の組織もでき上がってい

など、先進諸国の工場および労使関係は重大な転換期 る、と見る向きが多いようである。しかし人の意識と

に直面していると言えよう。 いうものは、契機さえあれば大変化し得るものであ

他方、こうした現象に対応する新しい自律的秩序の る。オイル・ショックを契機とした消費者意識の変化

兆候も各国にみられはじめている。本書で詳細に紹介 で我々はそれを経験済みである。また、よごれる仕事

されているスウェーデンのボJレボ社、サーブ・スカニ を極端に嫌い、阻害意識の強い最近の若年労働者をつ

ア社、あるし、はアメリカのゼネラJレ・フーヅ・トペカ なぎ止めておくために、現場の管理者がどんなに頭を

工場などは、作業の画期的な再組織と新方式の導入に 悩ましているかは、もっと知られるべきである。そう

よって、現代の工場が抱えている問題を解決し、環境 いう意味で、本書に紹介されているトヨ夕、松下電器

改善と能率の両立にめざましい成果をあげている先駆 などの日本の先駆的工場の努力は、大きな参考になる

的工場の好例であろう。

日本の場合はどうであろうか。日本はヨーロッパや

であろう。

干 100 東京都千代田区霞が関 1-4-2 電話 (03)504-6515 振替東京 25976

ダイヤモンド社
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